
２面

主なＮＥＷＳ
葛飾区　奥戸一丁目公園
上期に実施設計

青山学院の事業計画
新幼稚園舎建築へ検討

プロパティエージェント
三鷹に共住・店舗

６面

６面

６面

３面

２面

民間ＮＥＷＳ
き

う
の
紙
面

建災防　外国人労働者の安全教育
７月までに検討成果

▶都の設計委託成績評定（江東治水）

中央区　ほっとプラザはるみ
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明大の事業計画
新教育棟で基本設計

災
害
リ
ス
ク
を﹁
見
え
る
化
﹂

市
町
村
別
の
安
全
性
指
標
作
成

革
新
的
技
術
導
入
・
活
用
Ｐ
Ｊ

最
高﹁
Ａ
﹂評
価
は

件

国交省

自
転
車
活
用
推
進
計
画
策
定


年
度
末

専
用
道
な
ど


㎞
完
了
へ
都都市整備局

下妙典の高規格堤防に着手
江戸川河川年度事業費は％増

業種の垣根越えた
〝同期〟として学ぶ

□
■
　

都
中
建
な

ど

３
団
体
が
新
入
社
員
研
修
　

■
□

合
同
新
入
社
員
研
修
に
臨
む

人
の
参
加
者
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東
京
都
中
小
建
設
業
協
会
と
東

京
建
設
工
業
協
同
組
合

東
京
建

物
解
体
協
会
は

日

都
内
で
３

団
体
合
同
の
新
入
社
員
研
修
を
ス

タ

ト
し
た

中
小
建
設
業
に
入


た
若
者
の
教
育
と
と
も
に

業

種
の
垣
根
を
越
え
て

同
期

と

し
て
つ
な
が
り
を
持
た
せ

将
来

の
業
界
を
担
う
人
材
の
育
成
や
定

着
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い

各

団
体
の
会
員
企
業
か
ら

人
の
参

加
者
が
集
ま
り

あ
す

日
ま
で

の
３
日
間
の
日
程
で

ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ

や
施
工
管
理
な
ど
を
学
ぶ

と
と
も
に

若
手
先
輩
社
員
ら
と

意
見
を
交
わ
す


　
３
団
体
に
よ
る
新
入
社
員
研
修

は
今
回
が
３
回
目

開
会
に
当
た

り
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
都
中
小
建
設
業
協
会
の
山
口

巌
会
長
は

﹁
中
小
建
設
業
で
働

く
皆
さ
ん
は
社
内
で
の
同
期
は
少

な
い
だ
ろ
う

し
か
し

今
回
の

研
修
の
参
加
者
は
同
じ
業
界
で
働

く
仲
間
だ

今
後
も

業
界
内
同

期

と
し
て
情
報
や
意
見
を
交
換

し

困
難
や
苦
労
を
乗
り
越
え
て

い

て
ほ
し
い
﹂と
述
べ
た
上
で


﹁
そ
れ
ぞ
れ
が
会
社
そ
し
て
業
界

を
支
え
る
人
材
と
な

て
ほ
し

い
﹂
と
呼
び
掛
け
た


　
参
加
し
た
新
入
社
員
は

初
日

に
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ


２
日
目
に
品
質

管
理
や
工
程
管
理

安
全
管
理


建
設
業
法

経
理
な
ど
を
学
び


３
日
目
に
現
場
の
１
日
の
流
れ
な

ど
を
確
認
し
た
後

若
手
の
先
輩

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
意
見

を
交
換
す
る


　
東
京
都
都
市
整
備
局
は
２

０
１
９


年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
﹁
自
転
車
活
用
推

進
計
画
﹂
を
策
定
し
た

自

転
車
を
安
全
・
安
心
し
て
利

用
で
き

誰
も
が
気
軽
に
楽

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
目
標

に
設
定
し

四
つ
の
目
指
す

べ
き
将
来
像
を
定
め
る
と
と

も
に

そ
の
実
現
に
向
け
て

展
開
す
る
施
策
を
取
り
ま
と

め
た

優
先
整
備
区
間
な
ど

を
中
心
に


年
度
に
延
長

１
９
２

と
な

て
い
る
自

転
車
通
行
空
間
を

年
度
に

２
３
２

ま
で
延
伸
さ
せ
る

他

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し

た
自
転
車
施
策

公
園
へ
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル

ト
の
整

備
な
ど
身
近
な
ス
ポ

ツ
環

境
の
創
出
に
取
り
組
む


　
自
転
車
の
活
用
を
推
進
す

る
た
め
▽
環
境
形
成
▽
健
康

増
進
▽
観
光
振
興
▽
安
全
・

安
心

の
四
つ
の
視
点
か
ら

将
来
像
を
設
定


　
環
境
形
成
で
は

自
転
車

レ

ン
や
広
い
歩
道
を
活
用

し
た
自
転
車
歩
行
者
道
な
ど

の
自
転
車
走
行
空
間
整
備
を

継
続
し
て
実
施
す
る

都
道

に
つ
い
て
は

自
転
車
交
通

量
が
多
く

事
故
の
危
険
性

が
あ
る
区
間
な
ど
延
長
１
５

４

を
﹁
優
先
整
備
区
間
﹂

と
位
置
付
け

こ
の
う
ち
延

長
１
２
０

の
整
備
を
２
０

２
０
大
会
ま
で
に
完
了
さ
せ

る

臨
港
道
路
に
つ
い
て
も

大
会
前
に
延
長
約


を
整

備
す
る


　
整
備
に
当
た

て
は

統

一
さ
れ
た
標
識
・
路
面
表
示

と
す
る
こ
と
で

歩
行
者
や

自
転
車
利
用
者
を
分
か
り
や

す
く
誘
導
・
案
内
し

自
転

車
の
通
行
位
置
と
進
行
方
向

を
示
す
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は

﹁
自
転
車
ナ
ビ
マ

ク
・
ナ

ビ
ラ
イ
ン
﹂
を
使
う

生
活

道
路
で
の
歩
行
者
・
自
転
車

利
用
者
の
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め

道
路
標
識
の
超
高
輝

度
化
な
ど
の
整
備
も
行
う


　
ま
た

自
転
車
通
行
の
妨

げ
と
な
る
路
上
で
の
荷
さ
ば

き
行
為
を
解
消
す
る
た
め


駐
車
場
事
業
者
の
協
力
を
得

て
コ
イ
ン
パ

キ
ン
グ
を
活

用
し
た
﹁
荷
さ
ば
き
可
能
駐

車
場
﹂
を
確
保
す
る

利
用

率
の
低
い
パ

キ
ン
グ
・
メ


タ

な
ど
の
撤
去
と

撤

去
後
の
自
転
車
専
用
通
行
帯

な
ど
の
整
備
も
検
討
す
る


　
サ
イ
ク
ル
ポ

ト
を
拡
充

す
る
た
め

公
有
地
な
ど
で

の
用
地
確
保
に
取
り
組
む
区

市
町
村
を
支
援
す
る
と
と
も

に

国
や
都
の
補
助
を
通
じ

て
区
市
町
村
に
よ
る
駐
輪
場

の
整
備
を
促
す

鉄
道
事
業

者
と
も
連
携
し

駐
輪
場
の

整
備
を
促
進
す
る


　
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た

総
合
的
な
取
り
組
み
と
し

て

大
規
模
再
開
発
な
ど
の

検
討
の
際

自
転
車
通
行
空

間
や
駐
輪
場
に
配
慮
し
た
計

画
と
な
る
よ
う
支
援
す
る


無
電
柱
化
に
合
わ
せ
自
転
車

通
行
空
間
を
確
保
す
る


　
健
康
増
進
で
は

海
上
公

園
内
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル


ト
を
整
備
す
る
な
ど
仕
事

帰
り
や
休
日
に

身
近
な
ス

ポ

ツ
と
し
て
楽
し
め
る
環

境
を
創
出
す
る

都
の
施
設

に
自
転
車
で
来
訪
す
る
人
や

自
転
車
通
勤
者
が
利
用
す
る

駐
輪
場
の
整
備
も
検
討
す

る


提
供

地
盤
工
学
会
関
東
支
部
﹁
自
然
災
害
に
対
す

る
安
全
性
指
標
︵
Ｇ
Ｎ
Ｓ
︶
の
開
発
と
そ
の
活
用
に

関
す
る
研
究
委
員
会
﹂

　
国
土
交
通
省
江
戸
川
河
川

事
務
所
の
２
０
１
９
年
度
の

事
業
費
は

前
年
度
比

・

４
％
増
の
１
４
２
億
１
０
０

０
万
円
と
な

た

江
戸
川

で
１
１
６
億
１
０
０
０
万

円

中
川
・
綾
瀬
川
で

億

円
を
投
じ
て
河
川
整
備
を
実

施
す
る

重
要
イ
ン
フ
ラ
の

緊
急
点
検
に
基
づ
く
３
カ
年

緊
急
対
策
に

億
３
０
０
０

万
円
を
配
分
し
た
こ
と
に
よ

り


年
度
は
事
業
費
が
大

き
く
伸
び
た

主
な
事
業
と

し
て
は

下
妙
典
地
区
︵
千

葉
県
市
川
市
︶
を
対
象
と
し

た
高
規
格
堤
防
整
備
事
業
に

着
手
す
る


　
下
妙
典
地
区
の
高
規
格
堤

防
は

江
戸
川
右
岸
を
対
象

に
延
長
約
１
０
０

に
わ
た


て
整
備
す
る

堤
体
の
幅

は
約


で

盛
土
高
は
約

３


盛
土
量
は
約
１
万
２

０
０
０
立
方

を
予
定
し
て

い
る

事
業
期
間
は

年
度

ま
で
の
３
年
間


　

年
度
は
高
規
格
堤
防
整

備
に
伴
う
地
盤
の
沈
下
な
ど

が
発
生
し
な
い
よ
う
に

既

設
鉄
塔
付
近
の
地
盤
を
改
良

す
る


　
背
後
地
で
市
が
計
画
し
て

い
る
﹁
コ
ミ

ニ
テ

ゾ


ン
整
備
事
業
﹂
と
の
共
同
事

業
と
し
て
実
施
す
る

同
事

務
所
が
高
規
格
堤
防
を
完
成

さ
せ
た
後

市
が
堤
体
上
面

の
ス
ペ

ス
を
活
用
し
て
保

育
園
や
運
動
施
設

公
園
な

ど
を
整
備
す
る


　
高
規
格
堤
防
整
備
の
関
連

で
は
ま
た

篠
崎
公
園
地
区

︵
江
戸
川
区
︶
を
対
象
に


堤
防
整
備
に
先
立
つ
移
転
補

償
を
進
め
る


　
３
カ
年
緊
急
対
策
で
は


中
川
右
岸
堤
防
の
嵩
上
げ
整

備
を
伊
勢
野
地
区
︵
埼
玉
県

八
潮
市
︶
の
新
中
川
橋
上
流

側
と
中
川
五
丁
目
地
区
︵
足

立
区
︶
の
飯
塚
橋
下
流
側
で

実
施
す
る


　
こ
の
他

都
内
を
対
象
と

し
た
主
要
な
事
業
と
し
て

は

中
川
の
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
橋

梁
付
近
で
堤
防
の
整
備
を
予

定

既
設
堤
防
の
上
面
に
コ

ン
ク
リ

ト
製
の
特
殊
堤
を

設
置
す
る
工
事
や

堤
防
の

嵩
上
げ
な
ど
を
計
画
し
て
い

る


　
綾
瀬
川
の
花
畑
・
浮
塚
地

区
︵
足
立
区

埼
玉
県
八
潮

市
︶
で
も

右
岸
川
堤
防
の

機
能
強
化
を
計
画

コ
ン
ク

リ

ト
製
の
特
殊
堤
を
既
設

堤
防
上
面
に
設
置
し

計
画

高
水
位
以
上
の
高
さ
を
確
保

す
る


　
新
た
に
評
価
の
対
象
に

加
え
た
﹁
洪
水
災
害
﹂
の
曝

露
人
口
の
割
合
は

国
土
数

値
情
報
の
浸
水
区
域
デ


タ
お
よ
び
行
政
区
域
デ


タ

ｅ
│
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
の
人
口

デ

タ

メ

シ

デ

タ

を
Ｑ
│
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
交
差


結
合
し
て
算
出

頻
度
係
数

の
算
出
に
は
水
害
統
計
調

査
︵
国
土
交
通
省
︶
の

年



年
の
過
去

年
間
の

水
害
発
生
状
況
デ

タ
を

用
い
た

浸
水
深
は
床
上

浸
水
と
な
る
０
・
５

以
上

を
影
響
範
囲
の
基
準
と
し

た


　
委
員
会
は

防
災
・
減
災

投
資
の
﹁
意
志
決
定
者
﹂
に

向
け
た

自
然
科
学
と
社
会

科
学
の
両
面
か
ら
国
土
の
脆

弱
性
を
定
量
的
に
評
価
す
る

指
標
が
必
要
だ
と
し
て

自

然
災
害
リ
ス
ク
を
﹁
見
え
る

化
﹂
す
る
指
標
の
開
発
に
着

手

こ
れ
ま
で
に
地
震

津

波

高
潮

土
砂
災
害

火

山
災
害

の
五
つ
の
自
然
災

害
へ
の
遭
遇
度
合
い
︵
災
害

曝
露
量
︶
と
社
会
が
持
つ
ハ


ド
や
ソ
フ
ト
対
策
の
進
捗

状
況
︵
社
会
の
脆
弱
性
︶
に

着
眼
し

統
計
デ

タ
が
豊

富
な
都
道
府
県
単
位
の
自
然

災
害
に
対
す
る
安
全
性
指
標

︵
Ｇ
Ｎ
Ｓ
︶
を

年
に
日
本

語
版
と
英
語
版
で


年
に

は
日
本
語
版
で
作
成

公
表

し
て
い
る


　
た
だ


年
に
発
生
し
た

広
島
県
豪
雨
災
害
の
よ
う

に

狭
い
範
囲
で
集
中
し
て

発
生
す
る
自
然
災
害
リ
ス
ク

は
見
逃
さ
れ
た
り

平
均
化

さ
れ
た
り
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り

近
年

気
候
変
動

に
起
因
す
る
と
み
ら
れ
る
広

域
か
つ
大
規
模
な
水
害
や
土

砂
災
害
が
増
加
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
な
ど

自
然
災
害

が
多
発
・
激
甚
化
す
る
様
相

を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら


よ
り
細
か
く
市
町
村
単
位
で

Ｇ
Ｎ
Ｓ
を
算
定
す
る
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

た


　
国
土
交
通
省
は

２
０
１

８
年
度
に
﹁
建
設
現
場
の
生

産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
す
る

た
め
の
革
新
的
技
術
の
導
入

・
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ


ク
ト
﹂
に
選
ば
れ
た

件
の

評
価
結
果
を
公
表
し
た

目

標
の
達
成
度

技
術
の
汎
用

︵
は
ん
よ
う
︶
性
・
導
入
効

果
を
指
標
と
し
て

各
プ
ロ

ジ

ク
ト
を
Ａ

Ｄ
の
４
段

階
で
評
価

約
半
数
の

件

を
最
高
の
Ａ
評
価
と
し
た


同
省
は


年
度
の
対
象
プ

ロ
ジ

ク
ト
も
近
く
公
募
す

る
考
え
だ


　
こ
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
は


官
民
の
研
究
開
発
投
資
の
拡

大
を
目
指
し
て
内
閣
府
が
創

設
し
た
﹁
官
民
研
究
開
発
投

資
拡
大
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｐ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｍ
︶
﹂
の
配
分
を
受
け

て
実
施
し
た
も
の


　
直
轄
工
事
や
自
治
体
の
工

事
の
受
注
者
が

Ｉ
ｏ
Ｔ

︵
イ
ン
タ

ネ

ト
・
オ
ブ

・
シ
ン
グ
ス
︶
や
人
工
知
能

︵
Ａ
Ｉ
︶
の
関
連
企
業
と
コ

ン
ソ

シ
ア
ム
を
つ
く
り


土
木
工
事
の
労
働
生
産
性
を

高
め
る
技
術
や
デ

タ
を
活

用
し
て
品
質
管
理
を
高
度
化

す
る
技
術
を
現
場
で
試
行
し

た

試
行
の
経
費
は
コ
ン
ソ


シ
ア
ム
と
最
大
５
０
０
０

万
円
の
契
約
を
結
び

国
交

省
が
負
担
し
た


　
国
交
省
は


年
度
末
ま

で
の
試
行
の
結
果
を
受
け


全

プ
ロ
ジ

ク
ト
の
評
価

を
公
表

こ
れ
に
よ
る
と


Ａ
評
価
は

件

Ｂ
評
価
は


件

Ｃ
評
価
は
６
件
で


Ｄ
評
価
を
受
け
た
プ
ロ
ジ


ク
ト
は
な
か

た


　
Ａ
評
価
を
受
け
た
プ
ロ
ジ


ク
ト
の
う
ち

例
え
ば
竹

腰
永
井
建
設
︵
石
川
県
︶
な

ど
が
参
加
す
る
コ
ン
ソ

シ

ア
ム
で
は

法
面
対
策
工
事

の
出
来
高
管
理
に
３
次
元
デ


タ
を
活
用
し

省
力
化
や

書
類
の
簡
素
化
を
実
現

愛

亀
︵
愛
媛
県
︶
な
ど
の
コ
ン

ソ

シ
ア
ム
は

受
発
注
者

間
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン

ツ

ル
と
し
て
ウ
エ
ア
ラ
ブ

ル
カ
メ
ラ
や
タ
ブ
レ

ト
を

活
用
し

道
路
維
持
工
事
の

手
待
ち
時
間
の
削
減
な
ど
を

図

た
と
い
う


　
国
交
省
は


年
度
の
対

象
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
近
く
公

募
す
る

今
回
の
評
価
結
果

も
参
考
に

新
た
に
異
業
種

コ
ン
ソ

シ
ア
ム
の
応
募
を

募
る


年
度
の
試
行
で
得

ら
れ
た
デ

タ
は

今
後
の

Ａ
Ｉ
開
発
な
ど
に
活
用
す
る

こ
と
も
検
討
す
る


　
地
盤
工
学
会
関
東
支
部
の﹁
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
性
指
標︵
Ｇ
Ｎ
Ｓ
︶

の
開
発
と
そ
の
活
用
に
関
す
る
研
究
委
員
会
﹂
︵
委
員
長

伊
藤
和
也
・
東

京
都
市
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科
准
教
授
︶
が

地
震

津
波

高
潮

土

砂
災
害

火
山
災
害

の
五
つ
の
自
然
災
害
に
﹁
洪
水
災
害
﹂
を
加
え
た
関

東
地
方
の
市
町
村
別
リ
ス
ク
指
標
２
０
１
９
年
版
を
作
成
し
た

関
東
地
方

で
は
東
京
湾
岸
西
岸
地
域
や
千
葉
県
の
太
平
洋
側
の
沿
海
部
地
域
と

北
関

東
県
境
の
利
根
川

荒
川
流
域
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
た

委

員
会
は
脆
弱
︵
ぜ
い
じ

く
︶
性
を
低
減
す
る
た
め
の
﹁
公
共
投
資
を
有
効

に
活
用
し
た
ハ

ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
﹂
と

災
害
曝
露
量
を
低
減
さ
せ

る
た
め
の
﹁
災
害
発
生
想
定
区
域
内
の
人
口
割
合
を
低
下
さ
せ
る
社
会
シ
ス

テ
ム
﹂
の
構
築
が
不
可
欠
と
指
摘
し
て
い
る



